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【施策9】 地球温暖化対策　【取組 29】

●�温室効果ガスの増加に伴う気候変動が大雨や短時間強雨のような自然災害の激甚化・頻発化などを及ぼすことから、2050年のカーボンニュートラル・脱炭素社会の実現

に向けて、川崎市地球温暖化対策推進基本計画などと整合を図りながら温室効果ガス排出量の削減に継続して取り組む必要があります。【 取組29】

●�水道・工業用水道事業では、貴重な水資源を有効に利用し、市民や事業者へ水を安定的に供給しています。また、下水道事業では、市民や事業者で使用した水をきれいにし

て、東京湾や多摩川などに戻しています。しかし、その事業活動の過程においては、多くの電力を消費します。そのため、地形や水位の高低差を利用した小水力発電や、浄水

場や水処理センター等の施設上部などを利用した太陽光発電による再生可能エネルギーの有効利用を図るとともに、ポンプ設備等の更新に合わせた高効率機器・省エネル

ギー機器の導入など、更なる省エネルギー対策を進めていく必要があります。【 取組29】

●�下水処理過程において温室効果の高い一酸化二窒素（Ｎ２Ｏ）などが排出されていることから、汚泥焼却施設の高温焼却化による一酸化二窒素（Ｎ２Ｏ）の削減などの取組を

進めていく必要があります。【 取組29】

◆�2050年の温室効果ガス排出量実質ゼロの達成を目指すため、地球温暖化対策となる各取組を推進することで、気候変動に伴う自然災害の激甚化・頻発化などを抑え、市

民生活における影響を最小限にできます。

◆�再生可能エネルギーの有効利用や省エネルギー機器の導入などにより、エネルギー起源の温室効果ガス排出量を削減することで、カーボンニュートラル・脱炭素社会の実現

に貢献できます。

◆�一酸化二窒素（N２O）の削減に向けた取組を行うなど、非エネルギー起源の温室効果ガス排出量を削減することで、カーボンニュートラル・脱炭素社会の実現に貢献できます。

現状と課題

施策の効果
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【施策10】 資源の有効利用　【取組 30】

●�環境問題は、世界的規模の問題として対策が必要とされ、水道・工業用水道及び下水道事業においても、環境保全に対する社会的責任を果たしていく必要があります。この

ため、環境負荷が低減できるよう、水道が持つ資源（浄水発生土）や下水道が持つ資源（熱、下水汚泥、水など）の有効利用の取組を継続するとともに、下水汚泥の肥料利用

などの新たな有効利用に向けた取組を進める必要があります。【 取組３0】

●�循環型社会の構築に向けて、産業廃棄物の減量化等の対策を積極的に推進する必要があります。このため、上下水道工事で発生した建設副産物のリサイクルや再生資源材

料を積極的に活用する取組を継続する必要があります。【 取組３0】

◆�浄水発生土を改良土の原材料等としての有効利用や汚泥焼却時の廃熱を利用し

た発電など、上下水道の資源の有効利用により、環境負荷が低減されることで、

快適な地域環境の創造に貢献できます。

◆�上下水道工事で発生した建設副産物のリサイクルや再生資源材料の積極的な活

用により、循環型社会の構築に貢献できます。

現状と課題

施策の効果

建設副産物リサイクル概念図
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【取組30】 資源の有効利用

●浄水発生土の有効利用（水道・工水）

長沢浄水場及び生田浄水場の水処理過程で発生する浄水発生土を改良土の原

材料などとして有効利用を継続します。

●処理水の有効利用（下水）

水処理センターで処理した高度処理水をせせらぎ水路で有効利用し、水や緑に

あふれた憩いの空間を市民に提供するほか、近隣事業者に提供する取組を継続し

ます。

●再生資源利用の推進

上下水道工事で発生するコンクリートなどの建設副産物のリサイクルを推進する

とともに、再生資源材料を工事に積極的に活用します。

●下水汚泥焼却灰や焼却熱などの有効利用（下水）

下水汚泥を焼却した際に生じる灰を、セメント原料として継続利用するほか、焼

却熱を発電などに利用する取組を進めます。また、下水汚泥の肥料化などの新た

な有効利用に向けた調査・検討を進めます。

水道 工水 下水

江川せせらぎ水路

セメント製造への下水汚泥利用

洗車用水

下水汚泥の肥料利用セメント製造への下水汚泥利用 下水汚泥の肥料利用

No52

セメント製造への下水汚泥利用 下水汚泥の肥料利用

No52

浄水発生土有効利用のフロー図

取組 / 指標 R6 年度 R １１年度

資源の有効利用 継続実施

沈でん池 濃縮槽 加圧脱水機 浄水発生土

改良土

プラント等へ
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【施策11】 世界の水環境改善に向けた国際事業　【取組 31・32】

●�世界の水環境は、人口増加、経済発展等により、水資源の不足や水質汚濁などの問題を抱えています。こうした状況を改善することは、国際社会においてもＳＤＧsのＧＯＡ

Ｌ６に「２０３０年までにすべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する」を掲げているなど、世界共通の目標となっており、本市においても世界の水環

境改善に向けて貢献していくことが求められています。【 取組31・32】

●�国際社会では、DXやＧＸといった世界が直面している社会変革から質の高いインフラ整備が求められており、我が国の技術を活かした協働により新たな価値を創造すると

ともに、我が国に還流していく必要があります。そのため水環境に問題が生じている国外の地域に対して、市内事業者の海外展開支援を主体的かつ継続的に行い、海外で

の水ビジネス案件形成に向けた協力などを進めていきます。 【 取組31】

●�我が国の上下水道は、施設整備や管理・運営体制等が世界的に高い水準にあり、本市においても職員の海外派遣や海外からの研修生受入れなどを実施し、開発途上国等の

社会・経済発展に貢献しています。これらの活動を通して職員の人材育成を図るとともに、国際社会における川崎市の存在感向上につなげる必要があります。【 取組32】

◆�官民連携による国際展開と技術協力による国際貢献の取組から、世界の水環境への改善（ＳＤＧｓの達成への貢献）、市内事業者の国際競争力強化、人材育成による組織

力の向上、川崎市の存在感向上が図られます。

現状と課題

施策の効果
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【取組31】 官民連携による国際展開

●かわビズネット会員の海外での

　 水ビジネス案件実施に向けた支援

かわビズネットを通じ、会員が関心を持つ事業主体（JICA、環境省等）に対して、

プロポーザル応募等の個別支援の強化に取り組み、会員の海外での水ビジネス案

件形成に向けた協力等を進めていきます。

また、G to G※の取組の更なる強化を目指し、東南アジアや南アジア等への展開

を検討し、その地域に対する情報提供をしつつ、調査団による合同調査等について

検討を進めます。

●セミナーの開催等によるかわビズネット会員への情報提供

会員の水ビジネスの機会創出に向けて、関係機関の事業スキームなど役立つ情

報をセミナーやビジネスマッチング、メールマガジンの配信で提供します。

●国際展示会への出展等による情報発信

国内外へかわビズネットをPRするため、国際展示会にブースを出展し、情報発

信を実施します。

水道 工水 下水

インドネシア（バンドン・マカッサル）セミナー 川崎国際環境技術展

取組 / 指標 R6 年度 R １１年度

官民連携による国際展開 継続実施

※Government to Government の略称。日本政府と現地政府の協力や連携のこと。

かわさき水ビジネスネットワーク（かわビズネット）

かわビズネットは、水ビジネス分野の事業者と本市が参画し、官民が連

携・協調しながら水ビジネスを推進することで世界の水環境改善を目指す

プラットフォームです。

平成24(2012)年8月に設立され、令和７(2025）年４月時点におい

て、本市を含む９６会員、１２協力団体が参画しています。

コ ラ ム
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【取組32】 技術協力による国際貢献

●ＪＩＣＡ技術協力プロジェクト等への専門家派遣の推進（ラオス）（水道）

上下水道局では、国やJICA等からの要請に応じて、職員の海外派遣を実施し、

開発途上国等の社会・経済発展に貢献しています。その中でもラオスでは、継続的

に技術協力を行っており、平成２４（２０１２）年からJICAの技術プロジェクトに参

画しています。これまで長期専門家や短期専門家を派遣するなど、ラオスの水道部

門の管理体制や水道公社の事業運営能力強化等の技術支援を行っており、引き続

き、令和１０（２０２８）年２月まで継続して取り組みます。

●海外からの研修生・視察者の受入れ

海外からの研修生・視察者を受入れ、本市の上下水道施設の視察対応やニーズ

に応じた講義を実施します。また、視察にあわせて、施設内の「かわビズネットコー

ナー」において、かわビズネットをPRします。

●ＪＩＣＡ草の根技術協力事業の推進（水道・下水）

開発途上国の経済及び社会の開発又は復興に協力することを目的とした国際

協力活動である「ＪＩＣＡ草の根技術協力事業」に、インドネシアのマカッサル市（水

道）、バンドン市（下水）で取り組んできました。

今後も世界の水環境改善に貢献するため、これらの技術協力事業に積極的に取

り組み、上下水道分野における国際事業を推進します。

水道 工水 下水

漏水修理等の現場指導

（インドネシア・マカッサル市）

短期専門家　活動の様子 小学生・保護者へのセミナーの様子

（インドネシア・バンドン市）

市内での研修の様子

取組 / 指標 R6 年度 R １１年度

ＪＩＣＡ技術協力プロジェクト 実施
完了

（R9年度）

その他技術協力による国際貢献の取組 継続実施視察者の受入れ


